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〈研究ノート〉

SNS利用とソーシャル・サポートの獲得
に関する研究

──日本人広州駐在員を対象に──

江　暉（1）　　盤　大琳（2）

　本稿は、中国広東省広州市在住の日本人駐在員を対象に、その SNS利
用の動機と実態、評価について実証的考察を行い、異文化の環境における
ソーシャル・サポートの獲得において SNSが果たす役割及びその問題点
を明らかにすることを目的としている。
　2020年に発表された「中国第７回人口国勢調査」の結果によれば、約
84万人の在中外国人の中、日本人は11万２千人弱で３番目に多いことが
わかり、また、ビジネスや就労を目的とする滞在が最も多かったことも示
されている（3）。本稿は中国広東省・広州市在住の日本人駐在員（以下は広
州駐在員と称する）を考察の対象とする。調査地となる広東省では、2021

年１月の時点で日系企業は1,494社が進出しており（4）、ホンダやトヨタ、イ
オンなどの大手企業のほか、飲食業や医療関係の中小企業も多い。在広州
日本国領事館の統計データによると、2021年広東省在住の日本人登録者
数は12,711人であり、その中、広州市だけでは5,881人となり、上海、北
京に次いで中国の都市の中で第３位になっていることがわかる（5）。だが、

（1）  中山大学外国語学院。本稿は中国広州市十三五哲学社会科学発展規 プロジェクト「新媒
介語境下在穗留学生的社交媒体接触現状与跨文化適応度的関連性研究」（2019GZQN01）の
研究成果の一部である。

（2）  早稲田大学人間科学研究科博士後期課程。
（3）  「中国第７回人口国勢調査」の結果を参照のこと（http://www.stats.gov.cn/tjsj/tjgb/rkpcgb/

qgrkpcgb/、2022年２月28日取得）。
（4）  「広東省主要データ」を参照のこと（https://www.guangzhou.cn.emb-japan.go.jp/basicinfo/2020

gd_data.pdf、2022年２月28日取得）。
（5）  「在広州日本領事館各省データ統計」を参照のこと（https://www.guangzhou.cn.emb-japan.

go.jp/basicinfo/2020gd_data.pdf、2022年２月28日取得）。
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上海と北京に比べ、広州在住の日本人を取り上げる研究は明らかに少ない。
　一方、海外在住の日本人に関する研究については、これまで人間関係に
注目するものが多い。例えば、家族関係（津久井、1995）や職場関係（郭、
2013；竹中、1993；唐澤ほか、2011）、日本国内とのつながり（小島ほか、
2018）などの問題が論じられている。海外駐在員にとって、海外赴任に伴
う職場と生活環境の変化が精神的ストレスをもたらしやすい。そこで、メ
ンタルヘルス維持の要請として、異文化適応の視点からの研究が必要とさ
れ、上述した人間関係もその一環であるが、とりわけソーシャル・サポート
の獲得は重要な視点となる。本研究は広州駐在員の SNS利用とソーシャル・
サポート獲得の関連性に注目する。その理由は下記のとおりである。まず、
SNSの世界的普及につれ、主流の Facebookや Twitter、LINE、Instagram

の利用によるソーシャル・サポートの獲得に関して数多くの考察が行われ
ており、その関連性もある程度検証されている。しかし、中国本土では
WeChatやWeibo、QQなどといった中国独自の SNSが広く利用されており、
日本国内の SNS環境とは大きく異なっているのである。つまり、駐在員
らにとってこのようなネット環境の変化に対する適応は異文化適応の最初
のステップになってくる。SNS環境の変化は、広州駐在員の仕事や生活
にどのような影響を与え、また、SNSの利用がソーシャル・サポートの
獲得に対してどのような役割を果たしているのだろうか、という問題意識
に基づき、本研究はアンケート調査とインタビューを行い、実証的に検討
した。

Ⅰ　先行研究と本研究の仮説

１　ソーシャル・サポートとは

　ソーシャル・サポート（Social Support）の獲得は人間の心身的健康に寄
与できるとキャプラン（1974）とキャッセル（1976）が指摘する。それ以
来、ソーシャル・サポートの定義をめぐって、さまざまな視点から考察が
行われ、特にその内容に関する議論が多かった。
　例えば、ハウス（1981）は、「道具的サポート」（仕事や借金の相談など
という問題の解決を目的とする直接的な行動）、「情報的サポート」（問題
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解決のためのスキルや情報の提供）、「情緒的サポート」（共感や信頼など
の精神的サポート）、「評価的サポート」（適切な評価とフィードバックに
よって本人の考えや行動を引き出す好意的な評価）という４つの側面から
定義した。浦（1987）がそれに修正を加え、「所属的サポート」と「実質
的サポート」、「評価的サポート」、「尊敬的サポート」の分類を提案した。
その後、ウィルズら（2000: 112）は「道具的サポート」と「情報的サポー
ト」、「情緒的サポート」、「コンパニオンシップサポート（companionship）」、
「検証（validation、他人から得た行為や感情、地位へのフィードバック）」
という５つのカテゴリに細分化した。これらの知見をもとに、張茜華
（2019：334）はウィルズら（2000）の「交友関係」を「社会的支援」に変
更し、一般的とされる「道具的」、「情報的」、「感情的」支援、また、特に
海外在住の多くの母親にとって必要とされる「存在の証明」といった項目
を取り入れた。
　上述の定義を参考にしながら、海外駐在員の身分及び広州の社会・文化
的環境も考慮に入れ、本研究は、ソーシャル・サポートを「道具的サポー
ト」、「情報的サポート」、「社交的サポート」、「情緒的サポート」と定義す
る。その具体的な内容は下記の通りである：
　①　道具的サポート：仕事や家事の手伝いなど実際な支援；
　②　情報的サポート：仕事や生活に関する情報やアドバイスの提供；
　③　社交的サポート：社交的活動やレジャー、娯楽活動の同行；
　④　情緒的サポート： 仕事・生活の悩みに対する共感やそれに関する相

談。

２　先行研究レビューと本研究の仮説

　まず、日中両国における SNSの普及状況及びその利用実態を確認して
おく。日本総務省が2021年に発表した『情報通信白書』によれば、13～
39歳の日本国民の８割以上が SNS利用者である（6）。また、ICT総研が2020

年７月に実施したアンケート調査の結果では、利用率の高い順で LINE

（77.4％）、Twitter（38.5％）、Instagram（35.7％）、YouTube（23.2％）、

（6）  総務省『令和２年（2021）版情報通信白書』を参照のこと（https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/
statistics/pdf/HR202000_001.pdf、2022年３月20日取得）。
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Facebook（21.7％）、TikTok（8.1％）が並んでおり、日本国内における主
流の SNSが示されている（7）。一方、中国本土での SNS環境は大きく異なる。
中国互聯網情報センター（CNNIC）の最新の報告書によると、2021年12

月の時点で、中国における即時通信メディアの利用者数は10億700万人に
達しており、ネットユーザー全体の97.5％を占めているという（8）。その中、
WeChatのアクティブユーザー数は10億9,000万人となり、「モーメンツ」
と「公式アカウント」という機能を毎日利用している人はそれぞれ７億
8,000万、３億6,000万人に及ぶ（9）。とりわけ、「WeChat・Pay」の利用者は
2020年にネットユーザーの92.7％を超え、アリババ傘下の決済アプリ
「Alipay」を凌ぎ、中国国内屈指のモバイル決済手段になっていることが
注目に値する（10）。無論、VPNを経由して中国においても LINEや Facebook

などを利用することは可能だが、職場でも日常生活の場面でもWeChatを
はじめとする中国独自の SNSの利用はもはや一種ライフスキルになって
きたと言っても過言ではない。そこで、本研究はまず下記の仮説１と２を
立てる：
　仮説１： 中国に赴任した後、広州駐在員はWeChatなどの中国系 SNSの

利用率が高くなる。
　仮説２： 広州駐在員は、WeChatなどの SNSを利用することで「道具的

サポート」を獲得できる。
　また、SNS利用とソーシャル・サポート獲得の関連性についても研究
知見が蓄積されている。例えば、川浦ら（2005: 98）の考察によると、日
本で人気の高かった SNSである mixiの利用は、①「自己を売り込む場」
や「仕事仲間を見つける場」、「知り合いを増やす場」としての「人脈形成」；
②「旧交を温める場」や「現在の人間関係を深める場」、「自分の居場所」

（7）  ICT総研「2020年度 SNS利用動向に関する調査」を参照のこと（https://ictr.co.jp/report/
20200729.html/、2022年３月１日取得）。

（8）  中国互聯網情報センター（CNNIC）「2021年第49回中国インターネット発展状況統計報告」
を参照のこと（http://www.cnnic.net.cn/hlwfzyj/hlwxzbg/hlwtjbg/202202/P020220407403488048
001.pdf、2022年３月１日取得）。

（9）  「WeChat Open Pro2021年報告：WeBuild」を参照のこと（https://developers.weixin.qq.com/
community/business/doc/0000820fdf01389ed59b7863f5f40d、2022年３月１日取得）。

（10） 中国決済清算協会「2020年移動支払いアンケート調査」を参照のこと（https://finance.sina.
com.cn/tech/2021-01-14/doc-ikftssan5914390.shtml、2022年４月５日取得）。
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としての「対人関係維持」；③「ひまつぶしの手段」や「情報交換をする場」、
「情報を得る場」、「自己表現の場」としての「道具」といった役割を果た
しているという。最も重要なのは、SNSの利用が対人関係に与える影響は、
オンラインに限らず、現実世界にも及ぼし得る。例えば、SNSの社交的
コストの低さとコミュニケーション機能の多様性により、中国の「都市新
移民」（11）のソーシャル・ネットワークの拡大に役立つことが検証されてい
る（王、2016）。この特徴は、中国における外国人の SNS利用からも見て
取れる。例えば、在中留学生たちにとって、WeChatのチャット機能を利
用したクラスのチャットグループが重要な情報収集の場になっていると指
摘されている（安ほか、2017）。さらに、彼らはWeChatを「媒介」にし
て社交的活動を行うことにより、オンラインまた現実社会の対人関係を強
化し、中国及び母国といった異なる生活圏とつながって自分なりのコミュ
ニケーション世界を作り上げているとの調査結果も見られる（金ほか、
2017）。
　WeChatの利用は知人関係の強い紐帯を維持しながら、新しい友人関係
の弱い紐帯を構築・維持することで、弱い紐帯が強い紐帯に発展し、そし
て弱い紐帯からより多様な情報の獲得につながりうると指摘されるように
（郭、2015）、外国人利用者も含め、SNSの利用は情報の獲得と人間関係
の構築・維持においてポジティブな役割を果たす可能性が示されている。
こういったソーシャル・サポートの内容は異国で仕事・生活する広州駐在
員たちにとって非常に重要であり、主観的・客観的な理由を問わず SNS

の利用を促す動機になるのではないかと推測される：
　仮説３： 広州駐在員は、WeChatなどの SNSを利用することで「情報的

サポート」を獲得できる。
　仮説４： 広州駐在員は、WeChatなどの SNSを利用することで「社交的

サポート」を獲得できる。
　さらに、WeChatの利用は対人関係を維持することにより、心身の健康
や生活満足度の向上にもつながると言われる（郭、2015）。例えば、中国
の「都市新移民」を対象にした研究から、SNSの利用は彼らの主観的幸

（11） 主に農村から都市に移住した労働者集団のことを指す。
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福感にポジティブな影響を与えることが示唆されている（韋ほか、2015）。
上述した在中留学生に関する調査も、SNSで築かれた強い紐帯間のコミュ
ニケーションは、ある程度感情的支えになっていることを検証している
（金、2017）。こういった強い紐帯は、留学生のように、WeChatを経由し
て母国にいる家族や友人との間で構築される可能性もあり、すなわち、距
離の壁を乗り越えて精神的・感情的サポートを獲得できると安ら（2017）
が主張する。弱い紐帯でも同様な役割を果たし得る。例えば、日本在住の
中国人母親を対象に行われた調査の結果では、チャットの内容が非常に役
に立つとは言えないが、WeChatの「ママグループ」に参加するだけで自
分の社会的居場所が見つかり、リラックス感が得られることが示されてい
る（張、2019）。広州駐在員、特に単身赴任の人は、孤独やストレスを感
じることが容易に想像できる。WeChatを利用して中国人の友人のみなら
ず、日本にいる家族や友人と連絡し合うことにより、ストレス解消や安心
感の獲得につながる可能性もあるのではないかと思われる。
　仮説５： 広州駐在員は、WeChatなどの SNSを利用することで「情緒的

サポート」を獲得できる。

Ⅱ　調査の概要

　本研究は広州駐在員を対象にアンケート調査と半構造インタビューを実
施し、仮説を検証した。調査実施の詳細は下記の通りである。

１　アンケート調査の詳細

　アンケート調査は、2019年12月15日から2020年１月10日にかけて実施
した。具体的に、「問巻星」（https://www.wjx.cn/）というウェブ調査のオ
ンラインサービスを利用して日本語の調査票を作成し、メールで対象者の
日本人に、または日中交流会などといったWeChatグループのコミュニティ
に配布した。最終的に31件の有効回答が回収された。
　調査票は個人情報と SNSの利用状況、ソーシャル・サポートの獲得と
いう３つの部分から構成され、合計34問である。個人情報の部分は性別
と年齢、滞在期間、職業、婚姻状況、家族の状態、言語レベルに関する質
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問からなる（Q1～Q7）。SNSの利用状況について、WeChatのほか、QQ

と LINE、Facebook、Twitter、Instagramの利用も考察対象とし、その利用
期間、使用頻度、利用する機能とサービスについて質問した（Q8～Q19）。
その中、WeChat特有の機能、例えば「モーメンツ」や「WeChat・Pay」
の利用について質問項目を設けた。最後に、調査対象及び SNSの特性を
考慮し、個人と職場、社会、SNSという４つの獲得源にわけて広州駐在
員のソーシャル・サポート・ネットワークの構築実態を測定した（Q20～
Q34）。測定にあたって、リッカート尺度、すなわち、「しない」「滅多に
ない」「時々」「大抵」「いつも」、または「全く当てはまらない」「あまり
当てはまらない」「どちらともいえない」「やや当てはまる」「非常に当て
はまる」の５段階評価を用いた。
　アンケート調査及びインタビューの協力者の属性分布は表１に示される
通りである。

表１　調査対象者の諸属性

属性 アンケート調査 インタビュー
性別 男性26名、女性５名 男性15名、女性２名

年齢 20代２名、30代14名、40代10名、
50代３名、60代以上２名

20代１名、30代11名、40代２名、
50代１名、60代２名

職業 会社員17名、日本語教師６名、
自営業６名、そのほか２名

会社員12名、自営業３名、
日本語教師２名（12）

滞在期間 約半年５名、1‒2年７名、
3‒5年５名、５年以上14名

２年未満７名、3‒5年３名、6‒9年４名、
10年以上３名

婚姻状況 単身赴任13名、家族同行18名 独身３名、単身赴任８名、家族同行６名

中国語能力 挨拶レベル６名、日常会話14名、
ビジネスレベル９名、ネイティブ２名 日常会話11名、ビジネスレベル６名

２　インタビューの詳細

　上述したアンケート調査の結果を確認・補足するため、本研究はさらに
17人を対象に半構造化インタビューを実施した（実施期間：2020年１月
14日～２月29日）。インタビューは雪だるま式サンプリングで協力者を募
集し、協力者にインタビューの主旨と内容を説明して許可を得た上で、直

（12） 社員の一人は現地採用により就職し、広州にいる時間が長く、近年、日本料理店を持つよ
うになったが、普段は会社で仕事しているので、社員の分類に入れた。
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接対面またオンラインで通話や書面の形で実施した（13）。インタビューの時
間は平均40分から１時間程度であった。ただし、あらかじめ説明してお
きたいのは、普段日本企業の海外派遣社員は３～５名程度にとどまり、ま
た2019年末からコロナの影響で協力者とコンタクトを取ることはさらに
難しくなったため、今回インタビューの対象者は業種が分散しており、偏
りがあることは否めない。
　アンケート調査で広州駐在員の SNS利用状況をある程度把握できたた
め、インタビューではWeChatの利用を中心に質問した。個人情報のほか、
質問はWeChatの利用状況と評価、広州における社交的活動及びそれに関
する情報の獲得をめぐって展開した。

表２　インタビュー協力者リスト

No. 年齢 性別 職種 滞在期間 家族 実施方法
F1 28 女 会社員 半年未満 独身 面談
F2 34 女 会社員 10年 家族同行 WeChat通信
M1 33 男 会社員 12年 家族同行 WeChat通信
M2 33 男 会社員 1年未満 家族同行 WeChat通信
M3 36 男 会社員 ８年 家族同行 WeChat通信
M4 36 男 会社員 ２年未満 単身赴任 質問紙
M5 36 男 会社員 1年 単身赴任 WeChat通信
M6 38 男 会社員 7年 単身赴任 WeChat通信
M7 39 男 会社員 2年 単身赴任 質問紙
M8 55 男 会社員 5年 単身赴任 質問紙
M9 61 男 会社員 5年 単身赴任 面談
M10 69 男 会社員 7年 単身赴任 WeChat通信
M11 30 男 自営業 1年 独身 WeChat通信
M12 37 男 自営業 5年 独身 WeChat通信
M13 46 男 自営業 1年 単身赴任 WeChat通信
M14 39 男 教師 7年 家族同行 質問紙
M15 42 男 教師 15年 家族同行 WeChat通信

（13） 2020年１月の上旬に協力者２名と直接会ってインタビューしたが、１月中旬以降はコロ
ナウイルスの影響で、実施方法を SNS経由のオンライン式に変更した。
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図１　主要 SNSの利用頻度
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Ⅲ　調査の結果：SNS利用の実態

１　機能による使い分けと利用頻度

　今回のアンケート調査では、中国における主流の SNS、①WeChat、②
QQ、③Weibo、と日本国内において利用者の多い④ LINE、⑤ Facebook、
⑥ Twitter、⑦ Instagramを取り上げ、それぞれの利用状況を聞いた。
　まず、図１に示されているように、程度の差があるとはいえ、広州駐在
員全員がWeChatを利用しており、利用頻度が他の SNSを大きく上回って
いることが見て取れる。その６割近くが毎日「30分～２時間」利用して
おり、「毎日２時間以上」利用している人も少なくない。それに対して、
QQとWeiboの利用率が低く、70％以上の回答者は使用していない。一方、
LINEと Facebookについて、利用者はほぼ半数に達しているが、毎日利用
している人は回答者全体の２割に及ばなかった。４割前後の回答者は
Twitterと Instagramも利用しているが、利用頻度に関しては LINEと
Facebookと同様な傾向にある。つまり、WeChatが広州駐在員たちの一番
利用している SNSになっていることが明らかに示されている。この結果
により、仮説１が検証された。日本人にとって馴染みのある LINEなどは
中国に来てから利用しなくなり、あるいは利用頻度が低くなっていると推
測される。その中、中国で数多くの利用者を有しているにもかかわらず、
QQとWeiboの利用率が最も低かったことからは、WeChatの高利用度は
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図２　WeChatの各機能・サービスの利用状況
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その機能に大いに起因しているのではないかと示唆される。
　では、WeChatのどのような機能が利用されているのだろうか。前述し
たように、インターネットの高速化・モバイル化に伴い、SNSの機能の
多様化も進んでおり、とりわけWeChatの多機能性の発展が著しい。図２

で示したように、WeChatの最も利用されている機能は、「決済」と「家族
や友人との連絡」であり、次いでは「仕事の連絡と情報取得」、「WeChat

グループへの参加」となる。WeChatの決済機能、すなわちWeChat・Pay

の利用は、キャッシュレス化が進んでいる中国で生活するには必要で不可
欠な生存スキルになってきた今、大都市広州で暮らしている駐在員たちは
すでにこういった環境の変化に適応しているように見てとれる。それと同
時に、WeChatがコミュニケーション・ツールとして、プライベートと職場、
そして社交的ネットワークの構築に機能していることも明らかになった。
実際に、仕事上のやりとりのほか、駐在員たちはWeChatのチャットグルー
プ機能を利用し、日本人が集まる「県人会」や「食事会」などといった複
数のWeChatグループにも参加していることが、後程のインタビューでわ
かった。つまり、仮説３が検証されている。
　また、情報の獲得に関して次の事実もわかるようになった。例えば、「公
式アカウントの購読」より、「モーメンツの閲覧」がよく利用されており、
つまり、WeChatでの情報の取得は、公式機関というより、人的ネットワー
クが重要な情報源となっていることがわかった。それに、約５割の回答者
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が時々「中国に関する情報の転送・共有」を行っているが、「中国におけ
る見聞の投稿」や「中国に関する情報の評価」を行う頻度が明らかに低い。
言い換えれば、WeChatを通して獲得した情報の共有はある程度行われて
おり、しかし、高い能動性が必要となるオリジナル情報や意見の作成と発
信行為はそれほど多くないことが示されている。

２　WeChat の利用動機

　広州駐在員たちにとってWeChatが重要な情報手段になりつつあること、
及びその利用状況もある程度アンケート調査の結果から見て取れる。その
上、本研究はインタビューを用いて彼らが初めてWeChatを利用する時期
及びその理由を考察した。結果として、今回のインタビュー協力者のほぼ
全員が、中国赴任が決まった途端、または渡中後の早いうちにWeChatを
使い始めたことがわかった。WeChatが開発される前に広州に赴任した協
力者らもWeChatが普及し始める段階で使い始めた。大学時代に中国に留
学した経験を持つ協力者M3のみ、留学中にWeChatに出会ったという。
　「WeChatを利用するきっかけは何か」という質問に対して、「メールよ
り便利」、また「人間関係を構築・維持するため」といったような利便性、
また人間関係を重視する回答が多かった。61歳の協力者M9は、日本にい
た時、「ガラケー」を使っており、スマートフォンすら持っていなかったが、
中国に来た後初めてスマートフォンを購入し、WeChatを使い始めた。そ
の理由を尋ねると、「中国では、みんなWeChatを使っているから、ない
と不便だ」と答えた。また、広州で10年以上駐在した協力者 M15は、
WeChatが普及するまで、電話と SMSのほか、QQや Fetion（14）、2009年に
登場したWeiboも利用していたが、2011年から、WeChatを利用する中国
人の友人が増えてきたため、友人と連絡を取り合うためにWeChatを使い
始めたと回答した。つまり、WeChatの利用は上述したような機能の利便
性のほか、その広範的普及によって仕事や生活における必要な連絡ツール
になっているため、徐々に電話やメール、そして LINEなど日本で使い慣
れている通信手段の代わりに、家族と友人、知人らとの人間関係を維持、

（14） 中国モバイルが2007年から提供しはじめた総合的通信サービスである。
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また新たな人間関係を構築する手段にもなってきていると捉えられる。
　その中、WeChatが日本にいる家族や友人との関係維持にも利用されて
いる協力者がいることが判明している。実は2014年７月から、LINEが中
国本土で利用不能になったため、協力者の中には、VPN経由で LINEにつ
ながる人もいたが、接続の複雑さや不安定が原因で、協力者の一部は
LINEの代わりにWeChatで日本と連絡を取るようにした。例えば、広州
に４ヵ月滞在した協力者 F2は広州赴任が決まった時、家族と友人に
WeChatをダウンロードさせて利用しはじめ、渡中後 LINEを使わなくなっ
たケースもある。
　また、職場での利用も駐在員たちの間でWeChatを普及させる一因になっ
ている。日本とは大きく異なり、中国の職場において、SNSでありながら、
会社内また取引先との連絡はWeChatを使うのは一般的である。その理由
として、「パソコンを見ずに仕事ができる」という場所に拘らない便利さや、
迅速な対応が必要とされる時に「メールよりも早い」、また、「WeChatを使っ
ていない人が少ないため、連絡を取り合うことが便利」などのことが挙げ
られている。広州駐在員たちはWeChatで仕事のやりとりをすることに大
分慣れている様子が窺われる。中には、協力者M3のように、クライアン
トのニーズに応じて、メールとWeChatを使い分けており、クライアント
が日本人の場合はメールで、中国人の場合はメールとWeChatの両方を使
用して対応する人もいる。
　他方、WeChatの他の機能、例えばWeChat・Payの利用も言及されている。
それに関して、実は当初セキュリティに不安感を抱く人が多かったものの、
協力者からは「便利だからずっと使うようになった」という声も聞こえた。
WeChatの決済機能は買い物のみならず、店での注文や光熱費の支払い、
交通費の支払いなど数多くの生活場面にも使えるので、すべての利用状況
が把握できていないが、仮説２はほぼ検証されていると言えよう。

３　賛否両論のあるWeChat

　上述してきたように、WeChatはその機能の多様性と利便性で駐在員た
ちに大いに受け入れられていると捉えられる。しかしその一方、WeChat

利用に関するネガティブな評価も寄せられており、駐在員を悩ませること
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が存在している。
　まず、職場で SNSを利用すること自体に対して違和感を覚える人が少
なくない。日本においては、SNSがプライベートの連絡に用いる情報手
段としてのイメージが強い。それゆえ、日本企業の中国支社で働く日本人
にとって、仕事中にWeChatを使う時、外から見ればプライベートの話を
していると思われているのではないかと、つねに不安を抱いている協力者
がいた。また、WeChatとメールの使い分けに工夫が必要である。駐在員
たちは仕事の関係で日中の両方と連絡を取る必要があるため、メールと
WeChatを併用する時が多い。しかし、WeChatのトークルームでは重要な
情報でも簡単に流され、見逃してしまうことがしばしば起こっている。さ
らに、仕事場における SNSの利用は、法律上では欠点が存在することも
指摘されている。例えば、人材会社を経営している協力者の一人によると、
WeChatを通じて取引先と交渉する場合、万が一ビジネス上の問題が発生
したら、WeChatのチャット記録を法的な証拠とするのは非常に複雑で困
難であるため、重要な情報をメールでもう一度確認することは常識として
共有されているようである。
　その他、日本にいる家族が長期間WeChatにログインしないと、ログイ
ンできなくなり、WeChatのサポート窓口に連絡してもなかなか返事が来
ないなどといった技術的な問題も言及されている。

Ⅳ　SNS利用とソーシャル・サポート獲得との関連性

　本研究は、アンケート調査とインタビューを用いて、広州駐在員の SNS

利用の実態を考察した。本章では、調査の結果に筆者の一人、盤大琳が参
加していた「日中交流会」のチャットグループに対する観察も加え、SNS

利用とソーシャル・サポート獲得との関連性について論じる。以下は
WeChatの機能における「公式アカウント」と「チャットグループ」、「モー
メンツ」という３つの情報源から、WeChatが提供しうるソーシャル・サ
ポートを検討する。
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１　公式アカウントとモーメンツの限定的役割

　WeChatの公式アカウントにおいて、広州での生活情報を提供するもの
がさまざま存在しており、その大半は中国人が運営するものであるが、日
本人によって運営されている日本語の電子雑誌もいくつかがある。日本人
向けの日本語アカウントの中では、広州生活情報誌である「whenever広東」
と「安住生活」、「広東ジャピオン」の知名度が比較的高い。日本料理の飲
食店や不動産会社、中国語学校などの広告のほか、中国語の流行語の解説
やエンターテインメントの情報も載せている。今回インタビューの協力者
はほぼ全員それらをフォローしている。しかし、アンケート調査の結果に
示されているように、駐在員たちは積極的WeChatの公式アカウントを購
読しておらず、インタビューからも同様な傾向が窺われる。
　その理由として、まずフォローする公式アカウントの数が少ないか、フォ
ローしても内容の更新を見ていないことが挙げられている。中国では、
WeChatプロモーションが普及しており、注文する時まず店の公式アカウ
ントの購読が求められるのは一般的である。それゆえ、協力者の多くは、
気づかないうちに数多くの公式アカウントをフォローするようになった。
しかし、注文する以外自らその情報にアクセスしようと思う人が少ないの
が実情である。或いは気に入ったアカウントをフォローしたが、多数のコ
ンテンツから必要な情報に辿り着く方法を知らない協力者もいた。その中、
少数でありながら、公式アカウントを活用している人もいる。例えば、協
力者M10は、中国語教育の公式アカウントを積極的に利用し、毎日中国
語を勉強している。
　一方、公式アカウントと比べ、「モーメンツ」の利用率が明らかに高かっ
た。「モーメンツ」では、友人の投稿をチェックしたり、「いいね！」した
り、コメントをつけたりすることができ、内向けではあるが、一種のコミュ
ニケーションの場がそこで生み出される。ただし、前述したように、情報
の閲覧は行われているものの、自ら中国または広州での見聞を投稿する人
は確かに少ない。主な理由は「WeChatには仕事関係とプライベートの知
り合いが両方いるので、仕事仲間や上司に見られたくない内容もある」、「閲
覧権限を設定するのが面倒だから」であることがわかった。
　その中、一人の積極的な情報発信者がいた。協力者M11は週末に日本



－239－

SNS利用とソーシャル・サポートの獲得に関する研究 

語を勉強している中国人の友人とハイキングに行ったり、日本語会話の練
習をしたりして、中国人との交流を楽しんでいる様子が窺われる。この彼
はWeChatのモーメンツで日常の食事や出来事を発信する傍ら、Weiboも
利用しており、7,000人以上のフォロワーを持つという。彼は、「せっかく
広州まで来たのだから、中国の生活を体験し、中国人と友達になりたいと
思った」と話していた。
　つまり、広州駐在員たちは公式アカウントやモーメンツを利用すること
である程度の生活情報を取得していることが見てとれるが、全体的にいえ
ば、このルートで得られる情報は非常に限られており、駐在員たちの仕事
や生活に十分なソーシャル・サポートを提供しているとは言い難い。

２　チャットグループの活用

　アンケート調査で広州における仕事や生活に必要な情報の情報源を尋ね
た結果、「日本人の友人」、または「中国人の友人」と答える人は同じく
30％前後にとどまっている。すなわち、海外にいる広州駐在員たちにとっ
て、友人関係は「情報的サポート」を獲得する主要なツールではないこと
が判明した。無論、社会的大きな出来事、例えば新型コロナウイルスに関
しては、協力者たちは主にテレビ視聴やネット検索で情報を入手している
ようだが、赴任先での生活や仕事に必要とされる日常的な情報の取得は
SNSが利用されていることが推測される。ただし、上述した通り、WeChat

の公式アカウントのような一般向けの情報源から得られる有益な情報は限
定的であり、それより、特定の目的で参加者が集まるチャットグループの
ほうが情報の取得に役立つことが明らかになった。
　今回の調査結果からは、駐在員たち全員がいくつかの日本人チャットグ
ループに参加していることがわかった。例えば、「広州で美味しいものを
試して見よう」というような美食会や、「単身赴任の会」、「広州在住一年
未満」の会、県人会、「日本語と中国語を学ぼう」、「日中交流会」といっ
たような多種多様な集いが挙げられた。中には、30～50人程度の日本人
グループもあれば、中国人の参加者もいる200人以上のグループもある。
例えば、「新型コロナウイルスを話すチャットグループ」に参加した協力
者がいた。その話によると、チャットグループにおいては常に会話が行わ
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れているわけでもないが、特定なトピックスに関して、情報を求める人が
いれば、それに熱心に情報を提供する人が現れる。例えば、新型コロナウ
イルスの広まりにより、日中間の入国規定や隔離政策が変更され続けてい
るため、2020年１月の上旬に日本に帰国して中旬に広州に戻ろうとする
日本人Ａは「日中交流会」というチャットグループのメンバーに広州の隔
離政策を確認した。その時、次のような会話が行われていた：

　　日本人Ａ： 日本国籍の人が広州のマンションに住んでいる場合、広州に戻っ
てもマンションには入れない可能性がありますか。

　　日本人Ｂ：私のところはないですね。
　　日本人Ａ：許可書とかないと出入りできないって聞いたんですけど、
　　日本人Ｂ：知り合いのところは、今は入れないみたいです。
　　日本人Ａ：入れないんですか？
　　日本人Ｂ： マンションによって違うみたいで、入れても、14日間隔離とか

言ってました。
　　日本人Ａ： まだいつ広州に戻るか決まってないのですが、早ければ今月末、

遅くても来月末に帰る予定です。
　　日本人Ｂ： 私は15日中国に戻る前に、公安の担当者とマンションの管理責

任者にWeChatで確認しました。公安からマンションの管理局に
事前に資料を送ってもらいました。次の日には、広州健康管理
センターの職員が自宅に来ました。戻った次の日には公安に行
き、手続きをする事をお勧めします。

また、別の質問者からは渡航時の入国審査に関する相談もあった。

　　日本人Ｃ： 中国の入国審査も厳しくなるっていうことですか。
　　日本人Ｂ： はい、入国できますが、厳しくなってます。入国した際は、防

護服を着た人から、どこから来たか？　中国のどこへいくのか？　
中国住所は？　体温は？　などを聞かれて、後、入国前にも個
室に呼ばれていろいろ質問されました。

　　日本人Ｃ： 身体検査はされたんですか。
　　日本人Ｂ： 体温検査されました。タイ人も後ろに並んでいて、タイからの

渡航歴も対象みたいです。韓国が一番厳しいみたいです。
　　日本人Ｃ：タイはまだ全然平気だけどね。
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　　日本人Ｂ： タイ人が後ろに並んでいました。同じように個室で検査と質問
されたね。

　　日本人Ｃ： 大変でしたね。
　　日本人Ｂ： そうですね。ちょっとビクビクしながらの対応でした。防護服

を着ているので、中国語も聞き取りづらく、何度か聞き直しな
がらの対応でした。

　当時、コロナウイルスの感染が拡大しており、政策の変動が多く、中国
と日本の間を行き来する駐在員たちは非常に大きな不安を抱いていること
が想像できる。状況が激しく変化する中、各町、さらに各建物は随時に各
自の管理規定を打ち出しているため、ウェブ検索ではその情報を知りきれ
ない。上述したように、チャットグループでの相談によって現地の事情に
詳しいメンバーから有益な情報を得ることは、正確な状況判断や行動に繋
がり、不安の軽減また解消にも効果があると推察される。つまり、この事
例からは、WeChatのチャットグループが「情報的サポート」、また一定程
度の「情緒的サポート」を提供していることが確認されており、仮説５も
おおよそ検証されている。
　また、WeChatのチャットグループで育まれる交流活動はオンラインの
ものに限らず、現実世界の行動にもつながっている特徴が注目に値する。
広州では、広州商工会やスポーツサークルなどの日本人社会団体がいくつ
かある。しかし、アンケート調査の結果でわかったのは、「中国人主催の
活動」や「日中交流の活動」のみならず、「スポーツサークルなどの日本
人団体」に積極的に参加する人も実に少なかった。それに比べ、チャット
グループの参加者の間でイベントの開催や交流が実現されることが多かっ
た。例えば、大手企業の管理職で広州に単身赴任している協力者M9の話
によれば、職場の同僚以外の人と交流する機会が少ないため、とりわけ週
末に寂しさを強く感じるので、単身赴任の会というチャットグループに招
待された。その後、不定期だがチャットグループから食事会の案内が届い
ており、また広州の旧市街散策などのイベントも行われた。これらの活動
に参加することによって、後に相談できる友人も見つかり、ストレスの解
消になったと本人がいう。他には、例えば日中交流協会のチャットグルー
プも毎週交流会を行っている。つまり、一部の人に限るのだが、仮説４が
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支持されている。
　調査の結果では、広州駐在員たちの交友関係は依然として日本人の範囲
内にとどまることが多く、中国人との交流は会社の同僚に限られているこ
とが示されている。しかし、上述のようなチャットグループに参加するこ
とにより、広州という異国の地で交流の輪が広げられ、新たな人間関係が
生まれることにつながるという可能性が見て取れるだろう。それによって、
ストレスの発散と安心感の向上が果たされ、つまり、「社交的サポート」
を獲得することで「情緒的サポート」の獲得にも繋がったといえよう。

おわりに

　本研究では、中国広州に在住する日本人駐在員の SNS利用及びソーシャ
ル・サポートの獲得について、アンケート調査とインタビューを実施する
ことで、その実態と関連性を考察した。その結果として、中国系 SNSの
代表であるWeChatが広州駐在員にとって重要で不可欠な通信手段であり、
日常生活や仕事のあらゆる場面においてコミュニケーション・ツール、情
報取得ツールの役割を果たしており、それにより、駐在員はある程度のソー
シャル・サポート（道具的・情報的・社交的・情緒的）を得ていることが
明らかになった。
　日本のネット環境と大きく異なる中国において、駐在員たちがWeChat

を広く受け入れる理由は下記の３点が考えられる：①普及性：WeChatが
中国で急速に普及しており、プライベートの連絡は無論のこと、職場にお
いても取引先や同僚とのやりとりはWeChatで行われるのが一般的であり、
こういった SNS環境の変化はWeChat利用を促進する客観的要素になる；
②機能性：WeChatは SNSでありながら、チャット以外は、オンライン通
話や公式アカウント、モーメンツ、ミニプログラム、そして電子決済など
の機能が充実しており、コミュニケーション以外も便利に利用できる場面
が多く、駐在員の利用継続につながる一因になる；③親近感：中国独自の
SNSであるとはいえ、画面も機能も日本人馴染みの LINEとの違いはそれ
ほど大きくなく、また表示言語を日本語に変更することもできるので、駐
在員たちもWeChatの利用に抵抗感が少なかっただろうと推測される。



－243－

SNS利用とソーシャル・サポートの獲得に関する研究 

　また、今回の調査で広州駐在員たちの SNS利用における特徴、そして
ソーシャル・サポートの獲得における問題点もいくつかわかった。例えば、
情報源として、公式アカウントとモーメンツは大きく機能していないこと
が判明した。その中、モーメンツの閲覧率が比較的高いが、積極的に投稿
する駐在員は非常に少なく、すなわち、モーメンツがコミュニケーション
の場になっているとはいえない。投稿しない理由としては、WeChatの連
絡先に仕事関係の人が多く登録されているため、プライベートを知られた
くないこと、また言語の問題もあると考えられる。
　それと比べ、ソーシャル・サポートの獲得において、WeChatのチャッ
トグループの有効性が認められている。多種多様な目的で作成された
チャットグループに参加することで、グループ内で共有される情報を受信
したり、広州生活に必要な情報を尋ねたりして、「情報的サポート」を得
るほか、グループによってメンバーの間でしばしば食事会やハイキングな
どのイベントが開催され、新しい人間関係の構築につながる「社交的サポー
ト」の獲得も確認されている。それにより、ストレスが若干軽減され、安
心感が高まり、すなわち「情緒的サポート」の獲得に役立っていると捉え
られる。
　一方、交友関係が依然として日本人に限られている駐在員も多数いる。
実際に、SNSを通じて築いた新しい人間関係、すなわち弱い紐帯に対す
る信頼が薄く、それによって強力な社会的支援を得るのは難しいとも指摘
されている（王、2016）。つまり、SNS利用によるソーシャル・サポート
の獲得には限界があり、また社交の機会が増えたとしても、利用するには
個人差がある。社交的性格の持ち主は積極的に活用することで、人間関係
の輪をますます広げていく。つまり、「リッチ・ゲット・リッチャー」の
現れである。今日では、「デジタル・デバイド」が問題視されており、す
なわち、コンピューターやインターネットなどのデジタル技術を利用する
人と利用しない人との間に格差が生じることを指す言葉だが、広州駐在員
の利用状況から見れば、「WeChat・デバイド」も確実に存在していると言
わざるを得ない。この点に関して、今後より大規模なサンプルサイズで検
証する必要があるだろう。
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